
部会長　 片山　邦彦

青年部会活動方針

１. 正副部会長会議の開催

①

②

③ 正副部会長会議は、部会長、副部会長、総務広報委員長で構成する。

④

２. 総務広報委員会

① 総会・役員会の設営・運営

② 半田税務署長講演会の開催

③ 会の福利厚生制度ならびに利点の発信・周知

④ その他、会員拡大や租税教室、高校生フォーラムの協力

青年部会の活動を取りまとめる要の委員会として、総会ならびに役員会を主体的に設
営・運営します。青年部会の会員手帳を監修・発行し、青年部会活動を円滑に進める
ために名刺を作成致します。 また、半田法人会の会員であるメリットを内外に発信
し、会のより一層の活性化を図ります。さらには、新入会員を増やす活動をはじめ各
事業に積極的に参加・協力します。

～知多に広げよう青年部会員の輪～

　２０２５年度部会長を拝命しました片山です。２０００年問題と言われた時から約四半
世紀が経ちましたが日本国内の大小さまざまな課題、世界中で戦争や紛争等問題が発生し
ております。そして、半田法人会青年部会も少なからず問題を抱えております。それは今
後数年で部会員の急激な減少です。そこで、今年度は今まで諸先輩方が培ってきた活力を
維持、拡大するために今までの継続する事業はもとより部員増強を軸に考えております。
どの会も少子化問題また、中小零細企業の問題により部員減少が続いており拡大のみなら
ず今加盟している部会員の更なる参加を促せていければと思います。

　本年度は、副部会長から委員長、副委員長、そして部会員の皆様へ次年度以降も繋がる
活動をしてまいりましょう。会員皆様のお力添えを心よりお願い申し上げます。

正副部会長会議は、部会長と副部会長の意見統一を図り、役員会への提出議題を事
前に協議し青年部会の円滑な運営のために開催する。

正副部会長会議の総括責任者は、部会長とし、議長は副部会長が務め運営は総務広
報委員長があたる。

正副部会長会議には、部会長が特に必要と認めた者のみ、オブザーバーとして出席
できる。

２０２５年度　事業計画

総論

自　２０２５年４月　１日

至　２０２６年３月３１日

スローガン

『リング』
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３. 会員交流委員会

さらには、新入会員を増やす活動をはじめ各事業に積極的に参加・協力します。

① 税務当局との交流事業の運営

② 本会との交流

③ 山梨県で開催される全国大会の取りまとめ

④ その他、会員拡大や租税教室、高校生フォーラムの協力

４. 会員増強・健康経営推進委員会

① 健康経営に関する事業の企画・開催

② 健康経営宣言書の周知と宣言企業の獲得

③ その他、会員拡大や租税教室、高校生フォーラムの協力

④ 部員増強・拡大のためのガイダンスの開催

５. 租税教室委員会

① 税関見学会の運営

② 租税教室の開催、取りまとめ

③ 租税教室講師育成講座の開催

④ 本会主催の税を考える週間事業への参加・協力

⑤ その他、会員拡大や高校生フォーラムの協力

会員同士が交流を通じ、会全体が活性化するために交流事業を実施します。本会およ
び青年部会OBとの交流をはじめ、全国青年の集い（全国大会）や愛知県法人会青年部
会連絡協議会（以下、「青連協」という）の活動などの様々な事業への積極的な参加
を促し、交流を通じ絆を深め、会員企業ならびに会の持続的発展に寄与します。
また、税務知識の向上を図るため税務当局と協力し、内外に対して青年部活動の発信
に努めます。

青連協でも推奨している健康経営を会員企業に推進するため、知識の向上を図るとと
もに青年部会会員に取り組みを促します。また、法人会用の健康経営宣言の新たなる
獲得と実践のフォローを行います。また、部会員の拡大を積極的に行い、会員間の輪
を広げて各事業の参加を促します。

租税教育活動の活性化を目的に、小学生が租税の意義や役割を正しく理解し、社会や
国の在り方を主体的に考えられるよう租税教室や税関見学会を開催します。
また、租税教室へ会員を積極的に巻き込み、講師の育成等を通じて会員の税知識と納
税意識の醸成を促していきます。

女性部会主催の税を考える週間事業に参加・協力すると共に新入会員を増やす活動を
はじめ各事業に積極的に参加・協力します。
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６. 高校生フォーラム委員会

① 会員向け高校生フォーラムの説明会

② ファシリテーター会議の開催

③ 高校生フォーラムの企画・開催

④ 次年度以降への高校生フォーラム維持のための講習会の実施

⑤ その他、会員拡大や租税教室への協力

以上６つの方針で各種事業を計画、推進してまいります。

青年部会員の皆さま、多大なるご支援、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

知多半島の高校生に向けて、納税の意義や、社会や国の在り方、社会問題などを主体
的に考え議論し発表する場として、税務署と連携し高校生フォーラムを開催します、
知多半島全土の高校生に拡がるよう更なる発展に努めます。
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